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幼児期初期の食生活とその後の健康状態
-1才6ヵ月時食生活と 3才児健診の結果ー
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研 究目的
われわれは，先に l歳6ヶ月児の食生活実態調査を行
い，エネルギーおよび蛋白質摂取状況，牛乳娯取状況，
間食渋取状況，偏食状況等についてまとめ，身体発育ゃ
う蝕発生上，食生活に問題のある小児が少なからず存在
することを指摘した。山そこで今回，前回対象のこれら
小児の 1歳 6ヶ月時の食生活が，その後の発育および健
康に(cJらかの影響をおよぽしているかどうかを知り. 1 
歳6ヶ月児健診時における栄養指導の資料を得ることを
目的として. 1歳6ヶ月時の食生活と 3歳時の身体発育
状況，権病状況，う蝕，躍患状況との関連を 3歳児健診結
果を通して追跡調査し検討した。
3月生れの小児で， 1歳 6ヶ月児健診と 3歳児健診の両
健診を受診した者の中から331名(男163名，9:168名)を
選んだ。
研究対象および方法
1.対象
1. 調査内容および調査方法
1. 1 歳6ヶ月時の食生活調査
哨乳びん使用状況，牛乳摂取状況，間食摂取状況，偏
食状況，エネルギーおよび蛋白質主要取状況を前報1問の食
生活調査の資料から調べた。
2. 3歳時の健康状態調査
身長，体重，既往暦(経過した病気)，身体慾訴(現在
気にしている病気)の有無，う蝕権忠について保健所の
3成児健康診査票(表ー1)により調べた。
研 究結 果
大阪市東成保健所管内1聞の昭和51年12月から昭和52年
はじめに今回の対象児の 3歳時における健康状態につ
いて述べ，次いで1歳6ヶ月時の食生活と 3歳時の健康
状態との関連について述べる。
表 1 3才児健康診査票(絞粋)
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表2 3才児の権病状況(1人当りの羅病件数)
曜病件数
経過した病気 現る病在気気Kしてい
人数 9ち 人数 !銘。 131 39.6 103 31. I 
120 36.3 101 30.5 
2 61 18.4 84 25.4 
3 14 4.2 37 11. 2 
4 4 1.2 5 1.5 
5 0.3 0.3 
計 331 100.0 331 100.0 
表3 3才児の「経過した病気」および
「現在気にしている病気」
経過した病気 人 数(必)*
勝 脱 炎 2{ 0.6) 
化機性皮膚疾怠 18( 5.心
限の病 気 51(15.0) 
耳の病気 43( 13.ω 
百 日 咳 34( 10. 3) 
ジフテリア O( 0 ) 
飾ー 炎 5( 1.5) 
7.l< 痘 76(2.1目5)
赤 痢 O( 0 ) 
消化不良 33( 10. 0) 
関節の異常 4( 1.2) 
栄養失調 O( 0 ) 
1. 3歳時における健康状態
1.身体発育状況
現在気にしてい 人 数
る病気 ( 96 )* 
貧血あ り 3( 0.9) 
心疾患あ b O( 0 ) 
肥 bすきあ b 17( 5.1) 
下痢症あ b 3( 0.9) 
ぜんそ〈あ b 13( 3.9) 
アレルギ-<h.!J 49(14.8) 
で きものあD 14( 4.2) 
皮膚弱い !53(46.2) 
ヘルニアあ b 3( 0.9) 
風郊をひきやすい 146(44.1) 
* 
頻度
本調査対象児の 3歳時の身長は，男子97.0土3.63cm，
女子96.2:t 4. 06cm，体質は男子14.8:t 1. 61kg，女子14.4土
1.75kgであった。
2.権病状況
3歳児健診渓の「経過した病気」と「現在気にしてい
る病気」の羽目に対する回答から，3歳時の樫病状況を
整理した。表2はそれぞれの擢病件数別頻度を示したも
のである。「経過した病気Jなしの者が39.6%， 1つある
いは 2つの者が54.7%で，2つ以下の者だけで90%以上
を占めた。 r現在気にしている病気」なしの者31.1%， 1 
つあるいは 2つの者が55.9%で， 2つ以下の者を合計す
ると87%となった。表3は「経過した病気Jならびに「現
在気にしている病気」をそれぞれ疾病別にその頻度を示
したものである。「経過した病気Jは水痘が最も多く24.5
%で，次いで般の病気(15.5%)，耳の病気 (13.1%)，
( 2) 
百日咳(10.3%)，消化不良(100%)となっている。ま
た「現住気にしている病気J では皮膚がよわいが最も多
く46.2%を占め，次いで風邪をひきやすい(44.1%)，ア
レルギーあり (14.8%)，肥りすぎあり (5.1%)できも
のあり (4.2%)の順であった。
3. う倣権息状況
本対象児の3歳時のう蝕権患状況は表4に示す通りで，
表4 3二t児のう蝕縫定、状況
男 子 女 子
(N= 163) (Nニ168)(N=33I) 
擢患者数 (人〕 101 98 199 
う蝕羅患率(96 ) 62.0 58.3 60.1 
平均う歯本数本(本) 4.6 4.9 4.7 
う A上顎前儲部めみ 52(51.5) 55(56.1) 107(53.8) 
蝕 上顎前歯部持E B島、よひ臼歯部 45(44.6) 38(38.8) 83(41司
怠
型 c上下顎伊j歯部 4( 4.0) 5( 5.1) 9C 4.5)1 合よび臼歯部
処置歯のある者 32(31. 7) 34(34.7) 
( )は羅患者K対ナる頻度予話を示ナ
ホ 骨量患者 l人あたbの平均
う蝕を有する者は331名中199名(60.1%)，う蝕権患者の
l人平均う歯本数4.7本， う蝕羅患型の頻度は厚生省分類
のA!rl53.8%，B型41.7%，C型4.5%であった。またf!i!忠
者のうち処置歯のある者は33.2%であった。
1. 1歳6ヶ月時の食生活と 3歳時の健康状態との関連
1.食生活と身体発育状況
1歳6ヶ月時の食生活と 3歳時の身長，体重との関連
を表5にまとめた" 1歳6ヶ月時のエネルギーおよび蛋
白質摂取誌が，栄養所要量(昭和54年刊に対する充足率
120%以上をA群，充足率80%以上120%未満をB群， 充足
率80%未満をC鮮と3群に分類し，各群の身長，体重の平
均値を求め比較した。エネルギー摂取量と身長，体重に
ついては，男子では身長はA群がC群に比しやや高値を示
したが，体辺はn手間に殆んどAがみられなかった。女
子では両計測値ともにA群よりもむしろC群の方が高偵を
示した。蛋白質摂取盆と身長，体重については男子，女
子ともにC群がA群に比べてやや低値を示した。特に男子
では，身長，体!fiともにA群とC群の聞に危険率 5%で有
意差がみられた。
次に牛乳妓取量との関連については，1歳6ヶ月時の
牛乳摂取祉を， 1 群…400m1より多い， I群...200mlより
多く 400ml以下， I1I群…200ml以下，IV群...0の4群に分
付て3歳時の身長，体重を比較した。 男子では両計測他
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の各群聞の平均値に殆んど差がみられなかった。友子で
は牛乳を全く飲んでい伝いIV群の身長，体重がともに他
鮮に比し低値を示した。 1群とIV群の聞に危険率5%で
fi意差がみられた。
次に，渋取食品数と栄長バランス点の観点から調べた
I歳6ヶ月時の偏食状況と 3歳時の身長，体重の関連に
ついては，男子では身長，体重ともに摂取食品数により
表5 1才6ヵ月時の食生活と 3才H寺の身長・体重
3才時の身長(cm)3才時の体重αι)
lオ6力月時の食生活
男 女 男 女
栄* 
エネ JレギーA 97. 4 96. 6 14.9 14.4. 
B 97. 1 95. 9 14.8 14.1 
養 C 96.9 97.4 14.9 15.4. 
t頁
取 蛋 白 質 A
95. 7樽 96.7 15.2* 14.4 
B 97.8 95.9 15.2 14.2 
量 C 93. 7* 95.3 13.7* 14.2 
牛 96.9 97.9* 14.5 14.6* 
手L E240000mmtf よく 96.6 96.0 14..4 14.2 摂 皿200 me 以 97. 2 96.5 15.1 14.1 取
量 W 。 96. 2 93.5* 14.6 13.5* 
手堅舗キ41以上 96. 2 96.4 14.7 14.3 偏
97. 2 96.3 15.0 14.4 
食 20以下 96. 3 95. 3 14.2 11.8 
状 栄養バランス点良い 97.7* 96. 6 11.9* 14.4. 
況 まあまあ 97.0 96.0 14.7 14.1 
悪 、r、 94.9* 96.1 13.8ホ 14.1 
半栄養侠取量 (本 p< 0寸 05)
A;栄養所婆皐に対する充足率 120形以上
B;充足率8096以上 120~話未満
C;充足率&)91床満
分類した各群問に差はみられなかったが，栄養バランス
点により分類した「悪い」群の身長，体重が他の 2群に
比し低値を示した (P<0.05)。女子ではどちらの分類に
布いても各群問に殆んど差がみられなかった。
2.食生活と穣病状況
I歳6ヶ月時の食生活と 3成時における 「経過した病
気Jならびに「現在気にしている病気」との関連を表6，
7にまとめた。「経過した病気J，r現在気にしている病気J
で質問項目の lつ以上に印をつけた者をそれぞれ有症児
とした。 l歳6ヶ月時におけるエネルギーおよび蛋白質
炭取量と 3歳時における「経過した病気」の l人当りの
権病件数，有症児の頻度については，前述のA，s， Cの
3jl平間に差がみられなかった。また主な 5疾患、別頻度と
栄養摂取霊との関連についても一定の傾向はみられなか
った。「現在気にしている病気」の l人当りの擢病件数，
有症児の頻度についても， 1歳6ヶ月時におりるエネル
( 3 ) 
ギーおよび蛋白質筏取量の多少による差はみられなかっ
た。主な5疾患別頻度についても各鮮問に差がみられな
かった。
牛乳摂取量との関連では， 「経過した病気」の l人当り
の羅病件数，有症児の頻度とともに l歳6ヶ月時におけ
る牛乳摂取誌の多少による差はみられなかった。「現在気
にしている病気」についても 1人当りの羅病件数，有症
児の頻病とともに， 1歳6ヶ月時における牛乳授取i止と
の聞に一定の関連はみられなかった。主な5疾患別の頻
度も各群問に差がみられなかった。
偏食状況との関連でも「経過した病気J，r現在気にし
ている病気」ともに l人当りの権病件数，有症児の頻度
表 6 1 :才6ヵ月時の食生活と 3才時における
「経過した病気」
l才6カ月時四
3才 時白 主在疾病(%)ホ
l人当 有症児 眼目 耳目 消化
食 生 活 例数 90明E例数 水抱 百日咳
病件数 (お} 病気 病気 不良
'l:l B s 2 7 4 
エネルギーA 461 0.93 
(587) (29.6) (29.6) ( 7.4) (25.9) ( 14.5) 
栄
148 59 37 35 23 25 
B 246 0.92 
(23 6) 
養
(ω2) (39.9) (250) (1;.5) ( 16.9) 
25 9 6 6 4 4 
C 39 1 1. 00 
(64.1) (24.0) (24.0) ( 16.0) (16.0) 
f真
(36.0) 
95 31 21 (1 18 21 15 
蛍白質A 159 。ω
取
(59 7) (a6) (22.1) ( 18.9) (221) (158) 
93 39 29 22 10 16 
B 148 0.95 
量
(62.8) (41.9) (312) (237) ( 10.8) (17.2) 
12 6 3 3 2 
C 24 1.00 
( 8.3) (25.0) (25.0) (16.7) (日 0)(印0)
65 26 11 16 13 12 
岨001よゆい 104 0.93 
( 169) 
牛
(位5)(40.0) (倒 的 (200) (18.5) 
乳
2OOo:1より多〈
86 
56 22 16 10 10 8 
0.98 
(39.3) (28.8) ( 116) ( 11.6) ( 14.3) 
摂
400 ""以下 (65.1) 
取 200.!以下
57 22 12 1 8 8 
101 0.35 
(38.6) (28.6) ( 10.9) ( 14.0) ( 14.0) 
量
(56.4) 
13 3 4 2 8 4 。 26 0.77 
(切 0)(28.1) (30.8) ( 15.4) (231) (308) 
7 。。 。i 41以上 1 0.64 ( 14.3) ( 0 ) ( 0 ) ( 14.3) ( 0 ) 
偏
(ID.O) 
144 47 36 35 26 28 
21-40 249 0.94 
(25.0) (18.1) 
2' 
(57.8) (忽 6) (21.3) (19.4) 
金 49 28 15 9 18 (10.5 品20以下 71 1∞ (凶6)(57.1) (釦 6)(18.4) (12.2) (102) 
43 16 10 8 7 4 
状 栄良 ν、69 1 0.91 (37.3) (お3)( 18.6) ( 16.3) ( 93) 1l (62.3) ，、
151 56 40 54 26 2宮
ラ まるまあ 249 0.93 
(ω6) (37.1) (26.5) ( 15.9) (17.2) (19.2) 
況 " ^ 6 4 。
点悪 ν、13 0.77 
(46.2) ( 16.7) ( 16.7) ( 16.7) (167) ( 0 ) 
-有症児。例数陀対する事 (重複回答)
については各群問に差がみられなかった。しかし「現在
気にしている病気」のうちアレルギーありが栄養バラン
ス点の良い群の頻度が悪い群の頻度に比べて有意に低か
った。
3.食生活とう蝕擢患状況
l歳 6ヶ月時の食生活と 3歳時のう蝕権状況との関連
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表7 I才6ヵ月時の食生活と 3オ時になける 「現在気陀し
ている病気」
l才 6カ月時白
3才時 D主主疾患〔郊)本
例数 1人当 有症児 風邪 皮膚 アレJν でき 肥 b
食 生 活 9'"櫨 例 主主ひき ギー も Dす宮
病件数 (帰)やすν、よわい <b 9 あり あ!ラ
32 初 17 8 5 
エネルギーA 46 1.54 (69.6) (62 5) (53.1) (25.0) ( 31) ( 15.6) 
栄
170 111 119 33 9 9 B I 246 1. 24 (69.1) (65.3) (70.0) (23.4) ( 53) ( 5.3) 
養
26 15 17 3 4 s C I 39 1. 10 (凶 7)(57.7) (65.4) (11.5) ( 154) (115) 
t真
110 72 69 24 6 1 蛍白質 A 159 l辺 〔ω2)(65.5) (62.7) (21.8) ( 55) (100) 
取
103 64 73 22 7 6 B 1 148 1.28 
t回 6)(62 1) (70.9) (21.4) ( 6.8) ( 5.8) 
量
15 10 1 3 。
C I 24 1. 21 【位5)(ffi.7) (73.3) (20 0) ( 6.7) (0 ) 
69 48 41 17 5 4 400，.( .t!J重h 104 1. 26 (66 3) (ω6) (59.4) (剖6)( 72) ( 58) 
牛
200olL9多〈 62 37 41 10 3 5 
手し 86 1. 15 (72.1) (59.7) (田1)( 16.1) ( 4.8) ( 8.1) 400，.(以下
摂
68 46 49 16 4 4 
取 200，.(以下 101 1. 24 (67.3) (67.6) (72.1) (23 5) ( 59) ( 5.9) 
量
16 10 13 4 。。 26 1 1.19 
(61目5)(625) (813) (25.0) ( 63) (0 ) 
10 7 6 2 6 
1 1.86 (叩9)(70.0) (60.0) (200) ( 0 ) ( 10.0) 
166 104 112 34 9 15 
:: 21吋 10 249 1. 19 (66 7) (位7) 1(67.5) (泊5)( 4.8) ( 9.0) 2 
日 52 35 お 13 5 食切 20以 fl 71 132 (73.2 ) 1 (67.3 ) 1 (67.3) (250 ) I(9.6) ( 1.9) 
47 33 3227I 41 状栄良 v、 69 1.17 (68.1 ) 1(702 )1(680)1(14.9fl( 8.5)1( 2.1) 哩量
61 116 ¥ 33 1 10 1 16 ，、 172 10 ラ全あ主あ 249 1.23 (WI ) 1 (61.6) (67.4) 1(22.1) I( 5.8)1( 9.3) 
況 ン
9 71 51 4¥ 0¥ 0 ^ 
点悪 ν、 13 1. 23 (69 2 )¥(打8)【55.6)1 (岨 4tl(0 )1 (0 ) 
e有産児D例数陀対ナJ.，労 (重視回答}
を表8にまとめた。 1歳6ヶ月時における哨乳びん使用
状況とう蝕擢患状況との関連では，鴫乳びん非使用者と
使用者の2群に分類して3-歳時のう蝕患率を比較すると，
それぞれ65.5%.56.6%でむしろ目前乳びん使用者の方が
権患率が低いという結果であった。しかし，使用回数の
多い5回以上群では90%の者にう蝕がみられた。
次に牛乳摂取塁との関連では 1歳6ヶ月時に牛乳綬取
誌の少なかった群に比べて多量摂取群の方が3歳時にお
けるう蝕権患率が低く擢患型もC型が少なかった (P<
0.05)。
次に間食摂取状況との関連では. 1歳6ヶ月時の間食
摂取状況で，規則的群より不規則群，摂取回数が少なか
った静より多かった群， 甘味食品非熊取群より療取群と
う蝕を発生しやすい食生活をしていた群の方が. 3歳時
におけるう蝕権磨、率はやや高い傾向を示した。特に，摂
取回数 O~2 国群と 5 函以上群の聞には危険率 5%で有
(4 ) 
意の差がみられた。
次に偏食状況との関連では. 1歳6ヶ月時の炭取食品
数が多かった群ほど. 3歳時におけるう蝕権患率が低く
また，栄養バランス点の良い群ほどう蝕権惣率が低い傾
向を示した。
表8 I才6カ月時の食生活と 3才時κむけるう蝕権患状況
l才6ヵ月時白食生活 例数 う蝕催
患者例数
(%) 
自乳甫 。 回 116 76(65.5) 
び
ん 1 • 2 固 113 62(54 9) 
使
用状況
3 • 4 回 82 45(同部
5回以上 10 9(90.0) 
牛 400.tょb多い 104 53(55.8) 
乳 2∞dょb苦手〈 86 47(54.7う摂岨001以下
J{I( 1 3)0.1以下 10'1 67(66.3) 
量 。 26 17(65.4) 
規則的 32 17(53.1) 
間規格性 不規則 232 176(60.3) 
食
摂取
0-2 76 43(56.5) 
摂回数
3-4 214 123(59.8) 
5- 2:/ 21(77.8)* 
取甘味 非f買取 78 43(55.1) 
状宜品摂取 241 150(位由
摂2取日糖昆間)40g未満
234 141(ω 2) 
況(2 81lo1) 40gt入上 85 52(61.2) 
摂取 41以上 1 6(出 5)
偏企品数 21-40 249 151(ω。
企(2日間)20以下 71 44(62ω 
状
朱聾パ
良い 69 33(55ω 
況 ランス貨国 をあまあ 249 152(61.0) 
悪 ν、13 9(69.2) 
考 寵患者 1人当9'"平均
判 権患者数陀;1:4する形
考
3才時四橋忠型 紳
う歯 A B C 
例 数例 数例 数
本数 % 彬 F軒
4.1 41(53.9) 31(40.8) 4( 5.3) 
4.2 鉛(51.6) 29(46.8) I( 1.6) 
4.7 25(65 6) 17(37.8) 3( 6.6) 
2.9 5(55.6) 3(33 3) 1(11.1) 
4.6 31(53.4) 24(41. 4) 3( 52)* 
4.2 28(59.6) 17(36 2) 2( 4.2) 
4.4 お(56.7) 29(43.3) 。(O. ) 
7.4 6(35.3) 8(47.1) 3( 17. 6)* 
3.8 12(70.6) 4(23 5) I( 5.9) 
4.8 92(52.3) 77(43.8) 7( 3.9) 
2.8 24(55 8) 18(41. 9) I( 2.3) 
2.9 73(57.0) 5O(鈎 1) 5( 3.9) 
4.7 7(33.3) 12(57.1) 2( 9.6) 
3.9 銘(65.1) 15(倒的 。(O. ) 
4.9 77(51. 3) 65(必 3) 畠(5.3) 
4.8 78(誌の 58(41. 1) 5( 3.6) 
4.5 2:/(51. 9) 22( 42.3) 3( 5.8) 
5.0 4(66.7) 2(33.3) 。(O. ) 
4.0 76(50.3) 67(剖 4) 8( 5.3) 
4.7 29(65.9) 14(31. 8) I( 2.3) 
5.1 21(55.3) 15(39.4) 2( 53) 
4.9 30(52.6) 65(42.8) 7( 4.6) 
4.1 6(66.7) 3(33 3) 。(0.0) 
(. p < 0.05) 
察
l歳6ヶ月時の食生活がその後の発育および健康状態
に何らかの影響を及ぽしているかどうかを知り. 1歳6
ヶ月児健診時における栄養指導の参考にするため. 1歳
6ヶ月時の食生活と 3歳時の身体発育状況，権病状況，
う蝕権患状況との関連について検討した。
1 .身体発育状況と食生活との関連
今回対象とした幼児全体の3歳時における身長，体重
の平均値は55年度全国調査の中央値叫を上回るよい結果を
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示した。しかし.1成6ヶ月時の蛋白質製取hlが少なか
った群の3歳H寺の身長.i本竜の平均値は娘取Mの多かっ
た群の平均値に比べてやや{底値を示した。我々は前報けで
l歳6ヶ月時点で療取髭の少なかった群が多かった幹に
比べてやや発育が劣る傾向がみられることを報告した。
3歳になったぷ議室時においても.蛋白質摂取誌と身体
発育の聞にはこの傾向が残っていた。身体発育と栄養綾
取iAL食事公との関連をみた報告がいくつかあり.2歳
半以下の小児の場合，栄養摂取量の過不足は身体発育と
関連性がみられると述べている研究者町叩}剖が多い。
また，女子において 1放6ヶ月時に牛乳を全く飲んで
いない鮮の身長体盤の平均値が他群のそれに比し低値を
示した。これは前報Hで述べたように，牛乳綬取:litの多い
群ほどエネルギーおよび蛋白質の 1日摂取:hlが多く ，一
方牛乳筏取量の少ない群に栄養所要i止に対する充足率が
80%未満の者が多かったことと関連しているのではない
かと考えられる。坂本ら叫は l歳6ヶ月時における牛乳摂
取量と追跡、できた小児の3歳児における身長およひ体遺
に一定の関係はみられなかったと報告し，しかし現時点
の栄養法が小児の長い将来に対しどのようにかかわって
くるかについては更に継続して検討する必要があると述
べている。
また，男子で.1歳6ヶ月時の食生活において栄藻バ
ランスの悪かった群の身長，体重の平均値が良かった群
のそれに比べて低値を示した。中沢ら川は l歳6ヶ月時の
食生活調査を行い，栄養状態と発育状態の関述性につい
て有意差は認められなかったと報告している。身体発育
は種々の要因が関連しあい，食生活が直ちに影響を及(;;'
すとは考えられないが. 1日の摂取食品数が極度に少な
く栄養バランスが極度にわるいという偏食状態が長く続
くことは，将来の身体発育，健康状態によいはずはタい
ので，定期的に食事調査を行L、極端な偏食がみられる
小児に対しては，発育状況と関連させなから，集団的に
指導するだけではなく偶人毎に食生活指導をする必要が
あると考える。
2.躍病状況と食生活との関連
今回の調査では.3成時における「経過した病気」の
l人当りの平均禅恕件数および既往暦ありの頻度が従来
の報告聞とくらべて少ないが，これは質問項目に上気迫
疾患，湿疹，外傷，熱傷，精神神経疾患等の項目がなか
ったためであろう。
「経過した病気」の疾病別頻度は水痘が殺も多く ，次
いで眼の病気，耳の病気，百日咳，消化不良のJI闘であっ
た。稲葉1叫も 3歳児の既往症として水痘，麻疹，百口日支が
多かったと述べている。また「現在気にしている病気」
( !i) 
では皮仰がよわいが最も多く ，次いで風邪をひきやすい，
アレルギーあり，肥りすぎありのJI闘であった。 I歳から
5成を対象とした昭和55年幼児健康調査。叫によると，鼻
水.14づまりしやすい，熱を出しやすい，ぜろぜろしや
すいなどの風邪症状の訴えが年令に関係なく多いという
ことである。また昭和55年国民健康凋査l叫によると 0 ~ 4
歳児の傷病別有病率は呼吸器系の疾患(風邪，気管支炎
など)が最も高率で次いで感染症および寄生虫症，損傷
および中首長，皮府疾患が多く本調査でも同じ傾向であっ
た。
3歳時の棺病状況と l歳6ヶ月時の食生活との関連に
ついては，今回の調査ではー定の傾向はみられなかった。
日本児虚福祉給食研究班の昭和55年の調査結果によれば，
偏食釘の児は無の児に比べて1i症児が多くみられたと報
告t幻している。本調査の結果が，この報告と一致しなかっ
たのは，偏食状況の非常に悪かった者・の例数が少なかっ
たことや，食生活のごく一部を調べたに過ぎなかったた
めであろう。しかし先にも述べたように極度の偏食が長
く続くことは，将来の健康状態にやはり何らかの影響を
及ぼすものと考えられるので，このような実態調査を定
期的に行って l歳6ヶ月児の食生活を把握し栄養指導を
行うことも 1歳6ヶ月健診のl1lil!な項目の一つである
と考える。
3.う蝕権思状況と食生活との関述
3 I友児のう蝕擢恩率は昭相50年度厚生省指科実態調
査2刷では84.2%であったが，その後減少の傾向がみられ，
昭和55年度川は61.i%と報告されている。本調査でも61.0
%と昭和50年度の全国調査に比し減少がみられた。しか
しう蝕椛態系が l歳6ヶ月時の3.1%引から 3歳時の61.0
%とこの聞に急憎したことは諸家の報告l剖'9)加山と一致し
た。従ってこの時期はう蝕稽患の危険性の高い時期であ
ることを意味し.1歳6ヶ月時のう蝕予防指導の重要な
ことがこの結果からも認識される。
3歳時のう蝕羅忠状況と 1歳6ヶ月時の食生活との関
連については，まず崎乳ぴん使用回数の多い5回以上群
では90%にう蝕がみられた。う蝕発生の原因はE南乳ぴん
使用のイj無よりも，その内容物に問題がある 22)といわれて
L、るが，ノド結果から，やはりう蝕予防上噺乳びんの使用
はでもさるだけ l魚6ヶ月時には中止すべきであろう。少
くとも l日3回以下にとどめるべきであろう。
次に. 1歳6ヶ月時における牛乳妓取hlとの関連では
牛乳授取はが多い群よりも少ない鮮の方が3歳時におけ
るう倣舵忠本がIおかった。坂本ら刷は牛乳摂取訟の少ない
併では多M~!f取群よりもジュースの綬取i止が著しく多か
ったと述べている。中沢ら山む牛乳吸取.w:の多い群は甘味
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食品の摂取量が少ないことを報告している。本対象児の
l歳6ヶ月時における甘味食品摂取者頻度についても，
牛乳を飲んでいない群が92.3%に対して多量摂取群は71.0
%で，牛乳摂取量の多かった群の方が甘味食品の摂取頻
度が少なかった。町従って牛乳摂取量の少なかった群の方
がう蝕擢患率が高かったという本調査結果は，牛乳摂取
盆の直接の影響ではなしこのような食物ノTターン叫によ
るものと考えられる。しかし牛乳は重要なカルシウム源
であるので，小児には牛乳をできるだけ飲ませるように
指導し，一方飲まない小児に対しては他の食品からのカ
ルシウム摂取に充分気を配るよう指導すべきであろう。
また 1歳6ヶ月時に，間食を不規則に接取したり， 1 
日に多数回摂取したり，甘味食品を多量に摂取したり等，
う蝕を発生しやすい食生活をしていた群の方が， 3歳時
におけるう蝕擢患率がやや高い傾向を示した。赤坂らM も
1歳6ヶ月のう蝕J標号、と保育環境についての地域差の研
究で， 1歳6ヶ月から 2歳。ヶ月までのう蝕増加率の高
かった地域で， 1歳6ヶ月時の間食の与え方として回数
が多く ，不規則な与え方をしている者が多かったと報告
している。祖父江加も 1歳6ヶ月児の間食回数の多いグル
ープほど24ヶ月児のう蝕擢患は重症であったと述べてい
る。また金沢ら2引も幼児の間食に関する調査を行い，甘味
を好む者の中にう歯数が6本以上と多い者が多く，趨味
を好む者に少ない傾向がみられたと報告している。その
他間食の与え方がう蝕樫患におよぽす影響の強いことに
ついて多数の報告町28)叫がある。間食の与え方は1歳6ヶ
月時のう蝕予防のための食生活指導上のポイントであろ
う。
また 1歳6ヶ月時に摂取食品数が多く，栄養のバラン
スのよかった群ほど3歳時におけるう蝕羅患率が低かっ
た。木村ら30)も3歳未満の幼児で偏食のある者は，ない者
よりう蝕権患率が高くなる傾向が認められたと報告して
いる。その他偏食とう蝕の関係について，園田ら刊は3歳
児を調査し無関係であると述べているが，一般には偏食
のない幼児は偏食のある幼児よりう蝕擦患率が少ない。
あるいはう歯数が少ないなど偏食とう蝕権患は関係があ
るとする報告3制約が多い。栄養によってよい歯をつくるこ
とのできる時期は，永久歯では出生前後からはじまって
8~9 歳頃までといわれている。刊従って幼少時から栄養
のバランスのとれた食事をすることはう蝕予防上は勿論，
将来初出する永久歯の形成を強化する上にも効果がある
ので，栄養のバランスにも充分気を配るよう指導する必
要があると考える。
( 6) 
要 約
l歳6ヶ月児健診時におりる栄養指導をより効果的な
ものにするためには，この年令群の食生活の実態とそれ
が発育および健康状態に及ぽす影響について知ることが
重要である。この目的のために我々は先に 1歳6ヶ月児
の食生活実態調査を行い報告した。今回は前回対象とし
た幼児のうち， 3歳児健診を受診した幼児の身体発育状
況，権病状況，う蝕擢患状況について3歳児健診票を通
して追跡調査し， 1歳6ヶ月時の食生活と 3歳時の健康
状態との関連について検討した。
対象として，大阪市東成保健所で， 1歳6ヶ月児健診
と3歳児健診の両健診を受診した者の中から331名を選ん
だ。
結果は以下の如くである。
1.身体発育状況
1 )本対象児の3歳時の身長，体重の平均値は男子で
は身長97.0土3.63cm，体重14.8:t1.61kg，女子では身長
96.2士4.06cm，体重14.4士1.75kgであった。
2) 1歳6ヶ月時における蛋白質摂取量が栄養所要量に
対する充足率80%未満のC群の3歳時の身長，体重は，充
足率120%以上のA群，充足率80%以上120%未満のB群の
それぞれの計測値と比べて低値を示した。
1.稽病状況
1 )本対象児の3歳時における「既往暦」は，なしの
者39.6%2つ以下の者を合計すると94.3%となった。そ
の内訳は水痘が最も多く 25.4%，次いで、限の病気 (15.5
%)，耳の病気(13.1%)，百日咳(10.3%)，消化不良(10.0
%)の順であった。
2) 3歳時における「身体愁訴の有無」はなしの者31.1
%2つ以下の者を合計すると87%となった。その内訳は
皮膚がよわい (46.2%)，次いで風邪をひきやすい (44.1
%)，アレルギーあり (14.8%)，肥りすぎあり (5.1%)
の順であった。
3) 3歳時の権病状況と l歳6ヶ月時の食生活との関
連については，今回の調査では一定の傾向はみられなか
った。
11. う蝕権患状況
1) 3歳時のう蝕擢患率は60.1%，う蝕樫患者の l人
平均う歯数4.7本，う蝕権患数は厚生省分類のA型53.8%，
B型41.7%， c型4.5%であった。
2) 1歳6ヶ月時における間食摂取の規律性，回数，
内容はともに3歳時におけるう蝕樫患と関連がみられ，
特に甘味食品を規律性なく授取していた者は高いう蝕権
患傾向を示した。
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以上l歳6ヶ月時の食生活と 3歳時の身体発育状況，
擢病状況， う蝕干軍慰状況との関連について検討した結果
う蝕擢患において最も関連のあることが明らかになった。
l歳6ヶ月児健診時におけるう蝕予防のための食生活指
導の重要性を痛感した。すなわち l歳6ヶ月児健診時は，
う蝕を発生しやすい食生活をしている小児を把握し集団
的に指導するだけではなし個人毎に適切な指導をして
いくことが重要だと考える。
本論文の一部は第29回日本小児保健学会において発表
した。
稿を終わるにあたり，御校聞をいただきました坂本吉
正教授に感謝いたします。また調査に際し御協力いただ
いた東成保健所の職員の方々に厚く御礼申し上げます。
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Summary 
In order to make the nutrition guidance effective at the time of medical examination for 1Yz.year.old children. 
it is essential to grasp the dietary habits and the effects thereof on growth and hygienic conditions 
We previously reported the results of the survey of dietary habits for 1Yz.year.old children. ln the present study， 
the condition of 3・year.oldchild's physical growth， morbidity and dental caries was followed up， and relationships 
between the dietary habits of 1九γear.oldsand the hygienic conditions of 3.year.old were examined. Subjects were 
( 7 ) 
-268- 児童学
331 infants who underwent the medical examination at the age of both 1Yz and 3， visiting Higashinari Public Health 
Center in Osaka. The results were as follows: 
1 . Physical growth 
1) The average. height and weight of 3・year-oldboys were 97_0:t3.63 cm， 14.8:t1.6 kg， respectively. Those of girls 
were 96.2:t 4.06 cm， 14.4:t 1.75 kg， respectively 
2) The average height and weight at the age of 3 were smaller in Group-C where the subjects took less than 80% 
。fthe Recommended Dietary Allowance for protein intake at the age of 1Yz than in Group-A (more than 120% 
intake) and Group-B (between 80 and 120% intake) 
1 . Morbidity 
1) 39.6% of subjects had no anamnesis. 54_7% had les than 2 kinds of diseases in the past at the age of 3_ Anamneses 
were : chicken pox (25.4%)， eye diseases (15.5%)， ear diseases (13.1%)， pertusis (10.3%) and indigestion (10.0%). 
2) 31.1% of subjects had no complaint in their physical conditions. 55.9% had less than 2 kinds of complaints at the 
age of 3. Complaints were : delicate skin (46_2%)， suscepti-bility to a cold (44.1%)， allergy (14.8%) and obesity (15. 
1%) 
3) No relationship was obserred between the morbidity condition at the age of 3 the dietary habit at the of lYz 
1. Dental caries. 
1) The rate of dental caries was 60.1% at the age of 3. The average number of carious teeth was 4.7. Type A dental 
caries (according to the c1assification by the Ministry of Health and Welfare， ]apan) was 53.8%， Type B and C were 
41.7% and 4.5%， respectively. 
2) The dental caries morbidity at the age of 3 was related to the frequency， discipline and contents of the snack 
intakes at the age of 1Yz. It was particlllarly show that the irreglllar intake of sweet snacks caused a high rate of 
dental caries. 
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